
平
成
20
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
34
件
、

継
続
審
査
と
し
て
い
た
議
案
２
件
、
委
員

会
提
出
議
案
１
件
の
計
37
件
の
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
36
議
案
が
上
程
さ

れ
、
そ
の
う
ち
決
算
２
件
と
諮
問
４
件
、
同

意
案
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
は
初
日

に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
役
所
の
組
織
機
構
の
再
編
に
伴

っ
て
部
の
名
称
変
更
や
新
設
な
ど
を
行
う

た
め
の
「
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
な
ど
の
28
議
案
を
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
の
出
産
育

児
一
時
金
に
３
万
円
を
超
え
な
い
額
を
加

算
し
て
支
給
す
る
こ
と
な
ど
を
行
う
た
め

の
「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」
の
１
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
、

常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
行
う
と
と
も

に
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
、
各
委
員
長
の
報
告
、
討
論
、
採

決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、同
組

合
規
約
の
変
更
を
行
う
も
の
。

●
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

竹
原
市
及
び
大
崎
上
島
町
か
ら
消
防

事
務
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
に
伴
い
、

消
防
機
関
の
職
員
の
定
数
を
改
正
す
る

も
の
。

●
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

部
の
名
称
の
変
更
、
新
設
及
び
そ
の

分
掌
事
務
の
見
直
し
並
び
に
課
の
新
設

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

及
び
改
廃
を
行
う
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

職
員
数
の
減
少
に
伴
っ
て
各
課
、
各

支
所
へ
の
配
置
職
員
数
は
減
少
し
て
お

り
、サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
ず
は
適
正
配
置
計
画
を
見
直
す
こ
と

が
先
決
で
あ
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
、単
に
職
員
の

数
で
は
な
く
、職
員
の
質
に
よ
っ
て
決
ま

る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、本
案
は
、地

球
温
暖
化
対
策
や
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
の
た
め
の
部
署
の
設
置
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個

人
の
市
民
税
に
係
る
寄
附
金
控
除
の
対

象
と
な
る
寄
附
金
の
範
囲
を
拡
大
す
る

も
の
。

●
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同

処
理
し
て
い
る
消
防
事
務
の
廃
止
に
伴

い
、
消
防
署
の
名
称
及
び
管
轄
区
域
を

変
更
す
る
と
と
も
に
、
竹
原
市
及
び
大

崎
上
島
町
か
ら
消
防
事
務
の
委
託
を
受

け
る
こ
と
に
伴
い
、
消
防
署
を
新
た
に
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平成20年第4回定例会　議決状況

『
出
産
育
児
一
時
金
の
加
算
支
給
』可
決
!!

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、出
産
育
児
一
時
金
35
万
円
に
３
万
円
を
超
え
な
い
額
を
加
算
し
て
支
給

■第４回定例会で
可決した案件

●条例案等 ………21件

●予算案 ……………8件

●諮問 ………………4件

●同意案 ……………1件

●決算 ………………2件

●委員会提出議案 …1件

■第4回定例会の日程
12月05日（１日目） 開会、会期の決定、決算特別委員長報告―議案採決【認定可決】、

議案説明、諮問、同意案採決【適任可決、同意可決】、議案付託
（常任委員会）、委員会提出議案採決【原案可決】

12月09日（２日目） 一般質問
12月10日（３日目） 〃
12月11日（４日目） 〃
12月12日（５日目） 〃
12月15～18日　　　　付託議案の常任委員会審査
12月19日（６日目） 常任委員長報告―議案採決【原案可決】、追加議案説明、常任委

員長報告―議案採決【原案可決】、閉会



設
置
す
る
も
の
。

●
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

竹
原
市
及
び
大
崎
上
島
町
か
ら
消
防

事
務
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
適
用
を
受
け
る
区
域
そ
の
他
所

要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
福
富
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
設
置
及
び
管
理

条
例
の
制
定

福
富
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
設
置
し
、

そ
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。

●
休
日
診
療
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
診
療
所
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
改
定
に
伴

い
、
条
例
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
法

令
等
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

産
科
医
療
補
償
制
度
の
創
設
に
よ

り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
医
療
機
関

等
で
の
出
産
費
用
に
そ
の
掛
金
相
当
額

が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
当
該
医
療
機

関
等
で
出
産
し
た
場
合
の
出
産
育
児
一

時
金
に
３
万
円
を
超
え
な
い
額
を
加
算

し
て
支
給
す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
白
竜
湖
親
水
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正

白
竜
湖
親
水
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
が
行

う
管
理
の
基
準
及
び
業
務
の
範
囲
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

不
況
下
で
は
、趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
支
出
を
控
え
る
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、天
候
な
ど
に
左

右
さ
れ
や
す
い
屋
外
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
り
、収
入
に
対
す
る
維
持
管
理
費
な
ど

の
コ
ス
ト
の
割
合
も
高
く
、相
当
な
経
営

努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

黒
瀬
町
保や

す

田だ

地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
広
島
県
と
東
広
島
市
と
の
間
に
お
け
る

港
湾
管
理
事
務
の
事
務
委
託
の
廃
止

本
市
が
安
芸
津
港
の
港
湾
管
理
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
広
島
県
と
本
市
と

の
間
に
お
け
る
港
湾
管
理
事
務
の
事
務

委
託
に
関
す
る
規
約
を
協
議
に
よ
り
廃

止
す
る
も
の
。

●
市
道
の
路
線
の
廃
止

市
道
の
改
良
に
伴
い
、
終
点
の
変
更

を
行
う
必
要
が
生
じ
た
市
道
大
沢

お
お
さ
わ

14
号

線
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
市
道
の
路
線
の
認
定

道
路
の
改
良
に
伴
い
、
起
点
及
び
終

点
を
変
更
し
た
３
路
線
を
一
般
交
通
の

用
に
供
す
る
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

●
安
芸
津
港
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
制
定

本
市
が
安
芸
津
港
の
港
湾
管
理
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
港
湾
施
設
の
使
用

料
そ
の
他
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
。

●
安
芸
津
港
臨
港
地
区
商
港
区
の
区
域
内

に
お
け
る
構
築
物
の
規
制
に
関
す
る
条

例
の
制
定

本
市
が
安
芸
津
港
の
港
湾
管
理
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
臨
港
地
区
商
港
区

の
区
域
内
に
お
け
る
構
築
物
の
規
制
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
安
芸
津
港
港
湾
区
域
占
用
料
徴
収
条
例

の
制
定

本
市
が
安
芸
津
港
の
港
湾
管
理
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
港
湾
区
域
に
お
い

て
占
用
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
占
用
料

を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
。

●
安
芸
津
港
海
岸
保
全
区
域
占
用
料
徴
収

条
例
の
制
定

本
市
が
安
芸
津
港
の
港
湾
管
理
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
港
湾
区
域
内
の
海

岸
保
全
区
域
に
お
い
て
占
用
許
可
を
受

け
た
者
か
ら
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
東
広
島
都
市
計
画
寺
家
地
区

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
用
途
に
関
す
る
制
限
な
ど
の
建
築
制

限
を
定
め
る
と
と
も
に
、
志
和
流
通
団

地
地
区
地
区
計
画
の
建
築
制
限
を
定
め

る
区
域
の
変
更
そ
の
他
所
要
の
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

●
産
業
団
地
汚
水
処
理
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正

河
内
処
理
区
に
お
け
る
公
共
下
水
道

の
整
備
に
伴
い
、
河
内
臨
空
団
地
汚
水

処
理
施
設
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

河
内
臨
空
団
地
汚
水
処
理
施
設
の
廃

止
に
伴
い
、
河
内
臨
空
団
地
汚
水
処
理

施
設
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
工
業
団
地
及
び
流
通
団
地
の
汚

水
処
理
施
設
事
業
に
係
る
４
特
別
会
計

を
統
合
す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
西
条
上
市
町
８
番
42
号

三み

好よ
し

直な
お

美み

東
広
島
市
安
芸
津
町
木
谷
３
３
３
番
地

植う
え

野の

洋
文

ひ
ろ
ふ
み

東
広
島
市
志
和
町
志
和
東
９
０
０
番
地

堀ほ
り

隆
史

た
か
ふ
み

東
広
島
市
志
和
町
志
和
堀
４
０
１
４
番
地

二
羽

に

わ

和か
ず

子こ

●
御
薗
宇
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
４
６
３
６
番
地

渡
邉

わ
た
な
べ

精よ
し

雄お

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件
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●平成２０年度一般会計補正予算（第３号） を可決しました

（総務委員会付託）

補正額　1億1,995万1千円増　　　　　　　　　総額　675億5,314万2千円

（主な補正内容）

・議会費（議員の欠員に伴う議員報酬の減など） 689万1千円減

・総務費（職員給与の減など） 9,445万4千円減

・民生費（特別会計繰出金の減など） 4,511万7千円減

・衛生費（可燃ごみ処理施設管理運営費の増など ） 3,981万3千円増

・農林水産業費（職員給与の増など） 3,269万2千円増

・商工費（職員給与の減） 680万円0円減

・土木費（職員給与の増など） 2億 683万円0円増

・消防費（職員給与の減） 1,287万円0円減

・教育費（職員給与の増など） 674万8千円増

収益的支出 

資本的支出 

公共下水道事業（2） 

農業集落排水事業（1） 

ひがしひろしま墓園管理事業（1） 

国民健康保険
（3） 

老人保健（2） 

介護保険（2） 

事業勘定 

直営診療施設勘定 

保険事業勘定 

補正額 

1,260万円 増 

26万5千円減 

債務負担行為補正 

1,300万円 減 

158万8千円増 

2,284万円 増 

610万円 減 

補正後の総額 

79億7,973万円

2億9,410万3千円 

 

157億7,837万円

7,034万5千円 

16億3,504万6千円 

98億8,550万3千円 

付託委員会 

市民経済委員会 

建設委員会 

文教厚生委員会 

会計名（補正回数） 

補正額 

1,639万1千円減 

127万9千円増 

補正後の総額 

43億7,014万4千円 

28億7,006万4千円 

区分 

●平成２０年度特別会計補正予算　を可決しました

【
建
設
委
員
会
提
出
議
案
】

●
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
適

正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出

建
設
業
を
健
全
に
発
展
さ
せ
、
工
事
に

お
け
る
安
全
や
品
質
の
確
保
と
と
も
に
、

雇
用
の
安
定
や
技
能
労
働
者
の
育
成
を
図

る
た
め
、
公
共
工
事
に
お
い
て
建
設
労
働

者
の
適
正
な
賃
金
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

「
公
契
約
法
」
の
制
定
を
検
討
す
る
こ
と
、

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
時
に

衆
・
参
両
院
で
附
帯
決
議
さ
れ
た
「
建
設

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
が
適

切
に
行
わ
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
実
効

あ
る
施
策
を
実
施
す
る
よ
う
国
に
強
く
要

請
す
る
も
の
。

委
員
会
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た

●平成２０年度水道事業会計補正予算（第２号）を可決しました（建設委員会付託）



《
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
平
成
19
年
度
歳
入
歳
出
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
不
用
額
の
削
減
と
安
易
な
予
算
流
用
の

防
止

・
未
収
金
の
解
消

（
関
係
部
署
・
関
係
団
体
な
ど
と
の
連

携
、
適
正
な
債
権
管
理
、
滞
納
者
の
所

得
と
生
活
実
態
の
把
握
、
不
納
欠
損
処

分
の
厳
格
な
運
用
な
ど
）

・
補
助
金
の
適
正
な
交
付

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る

収
支
の
均
衡

・
基
金
の
適
正
な
管
理
、
運
用

・
職
員
の
適
正
配
置
と
恒
常
的
な
時
間
外

勤
務
の
縮
減

・
不
用
額
の
縮
減

《
委
員
会
で
の
反
対
討
論
》

低
所
得
労
働
者
が
増
え
る
中
、
国
に
対

し
て
税
制
及
び
福
祉
制
度
の
見
直
し
と
十

分
な
財
源
措
置
を
要
望
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
施
策
の
取
り
組

み
を
改
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
審
査
結
果

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

●
平
成
19
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
水
道
料
金
の
収
納
率
の
改
善

・
県
用
水
の
受
水
費
の
引
下
げ
要
望
な
ど

に
よ
る
効
率
的
な
財
政
運
営

▽
審
査
結
果

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

▼
委
員
会
の
ま
と
め

審
査
過
程
で
あ
っ
た
指
摘
及
び
要
望
、

意
見
を
今
後
の
行
政
執
行
の
上
で
十
分
留

意
さ
れ
、
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
と
と
も
に
、
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
も
十
二
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

《
本
会
議
で
の
反
対
討
論
》

●
平
成
19
年
度
歳
入
歳
出
決
算

平
成
19
年
度
は
、
定
率
減
税
の
全
廃
に

よ
っ
て
市
民
へ
の
増
税
と
な
る
一
方
で
、

大
企
業
や
資
産
家
に
対
し
て
は
減
税
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
結
果
、
深
刻
な
貧
困
と
格

差
が
広
が
り
、
就
学
援
助
や
生
活
保
護
の

受
給
者
は
増
え
続
け
て
い
る
。
市
の
経
済

発
展
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
政
策

の
軸
足
を
大
企
業
か
ら
家
計
へ
移
し
、
雇

用
を
守
り
、
市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が

緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
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■一般会計決算

市税 
307億8,148万円（45.7） 

地方交付税 
84億5,479万円 
（12.6） 

総務費 
86億3,441万円 
（13.3） 

民生費 
150億7,548万円（23.2） 

土木費 
107億7,027万円（16.6） 

公債費 
107億2,254万円 
（16.5） 

民生費 
143億6,087万円（22.7） 

土木費 
121億3,218万円（19.2） 

公債費 
104億2,445万円 
（16.5） 

総務費 
82億8,367万円 
（13.1） 

国庫支出金 
55億5,565万円（8.2） 

分担金及び負担金 
10億9,730万円（1.6） 

県支出金 
33億3,126万円（4.9） 

諸収入 
20億621万円（3.0） 

国庫支出金 
62億5,895万円（9.5） 

分担金及び負担金 
11億2,047万円（1.7） 

県支出金 
25億1,353万円（3.8） 

諸収入 
16億3,256万円（2.5） 

市債 
77億1,340万円 
（11.4） 

市税 
273億5,359万円（41.3） 

地方交付税 
85億4,638万円 
（12.9） 

その他 
84億2,414万円 
（12.6） 

その他 
120億65万円 
（18.1） 

市債 
67億9,300万円 
（10.3） 

農林水産業費 
24億5,621万円（3.8） 

衛生費 
36億4,315万円（5.6） 

その他 
55億3,168万円（8.5） 

教育費 
81億3,916万円（12.5） 

農林水産業費 
22億4,558万円（3.5） 

衛生費 
35億6,367万円（5.6） 

その他 
57億1,046万円（9.1） 

教育費 
65億1,247万円（10.3） 

翌年度繰越額 
21億2,044万円 

不用額 
15億2,732万円 

翌年度繰越額 
24億9,022万円 

不用額 
20億1,943万円 

平成19年度収入済額 
673億6,423万円 
 

平成18年度収入済額 
662億1,913万円 

平成19年度支出済額 
649億7,290万円 

平成18年度支出済額 
632億3,335万円 

平
成
19
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
【
決
算
特
別
委
員
会
付
託
】

＊不用額＝予算総額－支出済額－翌年度繰越額
＊（ ）内の単位は％
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■特別会計決算 （単位：万円） ■水道事業会計決算 （単位：万円）

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額
は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消
費税等で補てんした。 

住宅新築資金等貸付事業 

公共下水道事業 

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 

原地区工業団地汚水処理施設事業 

志和流通団地汚水処理施設事業 

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 

河内臨空団地汚水処理施設事業 

農業集落排水事業 

東広島駅前土地区画整理事業 

ひがしひろしま墓園管理事業 

特定地域生活排水処理事業 

安芸津港湾事業 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

事業勘定 

直営診療施設勘定 

保険事業勘定 

介護サービス事業勘定 

歳入 

1,900

848,913

1,615

603

1,428

581

725

51,568

27,836

2,918

1,131

1,300

1,409,178

6,394

1,447,231

937,462

54,473

歳出 

1,900

835,049

1,304

603

1,287

581

725

51,325

27,836

2,244

1,131

880

1,408,590

6,394

1,471,371

908,324

52,885

会計名 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

435,311

435,479

171,021

266,852

収益的収入 

議
会
運
営
委
員
会

●
日
時
／
10
月
28
日
〜
10
月
30
日

●
視
察
地
／
戸
田
市
・
鎌
倉
市
・
宝
塚
市

埼
玉
県
戸
田
市
で
は
、
平
成
15
年
に
議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会

の
傍
聴
、
一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
へ

の
変
更
、
議
会
中
継
な
ど
17
項
目
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市
で
は
、
平
成
17
年
に

議
会
運
営
検
討
会
を
設
置
し
、
委
員
会
の

傍
聴
、
政
務
調
査
費
の
見
直
し
、
陳
情
・

請
願
の
取
扱
い
な
ど
20
項
目
の
見
直
し
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
宝
塚
市
で
は
、
平
成
９
年
に
議

会
運
営
等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
政
治

倫
理
条
例
制
定
、
一
般
質
問
の
一
問
一
答

方
式
の
導
入
、
本
会
議
の
Ｆ
Ｍ
放
送
な
ど

31
項
目
の
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
視
察
し
た
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
議
会
改
革
、
議

会
活
性
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議会運営委員会行政視察（戸田市）

建
設
委
員
会

●
日
時
／
１
月
22
日
〜
１
月
23
日

●
視
察
地
／
別
府
市
・
下
関
市

大
分
県
別
府
市
で
は
、
ろ
過
膜
を
用
い

て
上
水
の
浄
化
を
行
う
「
膜
ろ
過
浄
水
施

設
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

別
府
市
は
、
有
機
膜
を
導
入
し
て
い
る

浄
水
場
と
、
無
機
膜
を
導
入
し
て
い
る
浄

水
場
が
あ
り
、
浄
水
方
法
や
コ
ス
ト
の
違

い
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
浄
水
施
設
に
応
じ
た
ろ
過
膜
に
よ
る
浄

水
を
行
っ
て
い
る
。

山
口
県
下
関
市
で
は
、
下
水
道
の
高
度

処
理
水
を
、
隣
接
す
る
公
園
の
親
水
池
や

噴
水
に
送
水
し
、
水
資
源
の
有
効
利
用
や

下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

の
「
ア
ク
ア
パ
ー
ク
モ
デ
ル
事
業
」
と
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
野
鳥
観
察
施
設
、

大
規
模
な
遊
具
を
備
え
た
「
乃
木
浜
総
合

公
園
」
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
視
察
を

行
っ
た
。

今
回
視
察
を
行
っ
た
事
業
を
参
考
に
、

今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

行
政
視
察
報
告

建設委員会行政視察（別府市）


